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【手続補正書】
【提出日】平成28年6月2日(2016.6.2)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　少なくとも１つの活性タンパク質に結合したムチンドメインポリペプチドを含む融合タ
ンパク質であって、前記ムチンドメインポリペプチドがタンデムリピート単位当たり少な
くとも８個のアミノ酸長のタンデムアミノ酸リピート単位を少なくとも２個持ち、前記活
性タンパク質がＩＬ－１Ｒａおよびエキセンジン－４またはそれらに対し少なくとも８５
％のアミノ酸配列の同一性を持つ任意のアミノ酸配列相同物から選択され、かつ前記融合
タンパク質の半減期が、前記ムチンドメインポリペプチドに融合されていない対応する活
性タンパク質と比較して２倍増加している、融合タンパク質。
【請求項２】
　半減期の増加が、同程度の治療有効量の前記融合タンパク質および前記治療活性タンパ
ク質のそれぞれを対象に投与した後に血中濃度を測定することによって決定される、請求
項１に記載の融合タンパク質。
【請求項３】
　さらに、前記ムチンポリペプチドと前記活性タンパク質との間にリンカー配列を含む、
請求項１に記載の融合タンパク質。
【請求項４】
　ＭＵＣ１、ＭＵＣ２、ＭＵＣ３Ａ、ＭＵＣ３Ｂ、ＭＵＣ４、ＭＵＣ５ＡＣ、ＭＵＣ５Ｂ
、ＭＵＣ６、ＭＵＣ７、ＭＵＣ８、ＭＵＣ９、ＭＵＣ１１、ＭＵＣ１２、ＭＵＣ１３、Ｍ
ＵＣ１５、ＭＵＣ１６、ＭＵＣ１７、ＭＵＣ１９、ＭＵＣ２０、およびＭＵＣ２１からな
る群から選択されるＭＵＣ遺伝子によってコードされるムチンドメインポリペプチド配列
の全てまたは一部を含む、請求項１に記載の融合タンパク質。
【請求項５】
　４～２５個のタンデムリピートを含む、請求項４に記載の融合タンパク質。
【請求項６】
　総残基が３２～２００個のムチンドメインポリペプチドを含む、請求項１に記載の融合
タンパク質。
【請求項７】
　請求項１に記載の融合タンパク質をコードするポリヌクレオチド配列を含む単離された
核酸。
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【請求項８】
　請求項７に記載のポリヌクレオチド配列を含む発現ベクター。
【請求項９】
　さらに、前記ポリヌクレオチド配列に作動可能に連結された組換え調節配列を含む、請
求項８に記載の発現ベクター。
【請求項１０】
　請求項９に記載の発現ベクターを含む宿主細胞。
【請求項１１】
　請求項１に記載の融合タンパク質および少なくとも１つの薬学的に許容される担体を含
む医薬組成物。
【請求項１２】
　配列番号２４の配列の１～２２４のアミノ酸またはそれらに対して少なくとも８５％の
アミノ酸配列の同一性を持つ任意のアミノ酸配列相同物を含む、請求項１に記載の融合タ
ンパク質。
【請求項１３】
　前記活性タンパク質がＩＬ－１Ｒａまたはそれに対して少なくとも８５％のアミノ酸配
列の同一性を持つ任意のアミノ酸配列相同物である、請求項１に記載の融合タンパク質。
【請求項１４】
　前記融合タンパク質の見かけの分子量が、前記融合タンパク質の計算された分子量より
も高い請求項１３に記載の融合タンパク質。
【請求項１５】
　前記タンデムアミノ酸リピート単位がヒトムチン（ＭＵＣ）タンパク質のタンデムリピ
ート単位を含む、請求項１３に記載の融合タンパク質。
【請求項１６】
　前記タンデムアミノ酸リピート単位が、配列番号２０またはそれに対して少なくとも８
５％のアミノ酸配列の同一性を持つ任意のアミノ酸配列相同物を含む、請求項１３に記載
の融合タンパク質。
【請求項１７】
　前記融合タンパク質が、配列番号１の１～２００のアミノ酸またはそれに対して少なく
とも８５％のアミノ酸配列の同一性を持つ任意のアミノ酸配列相同物を含む、請求項１３
に記載の融合タンパク質。
【請求項１８】
　前記融合タンパク質が、配列番号３の４～２４５のアミノ酸またはそれに対して少なく
とも８５％のアミノ酸配列の同一性を持つ任意のアミノ酸配列相同物を含む、請求項１３
に記載の融合タンパク質。
【請求項１９】
　前記融合タンパク質が、配列番号５の４～２８３のアミノ酸またはそれに対して少なく
とも８５％のアミノ酸配列の同一性を持つ任意のアミノ酸配列相同物を含む、請求項１３
に記載の融合タンパク質。
【請求項２０】
　前記融合タンパク質が、配列番号７の４～３３５のアミノ酸またはそれに対して少なく
とも８５％のアミノ酸配列の同一性を持つ任意のアミノ酸配列相同物を含む、請求項１３
に記載の融合タンパク質。
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